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子脊ての価綴 自己f旨令役一!詰防毒性 Self-directionJconお口mty 子供の内を重的基視準すを重視するか、規範に悶認すること るか
Iﾟi 自(判己断の面判)断に議づくか、他人の判断に綴るか
自己に 自己指令性問調性 SelιdirectionJconfonnity 値
対する最fij誼 自己指令性一適格性 Sclf-di問ctionJcompetence 自適己の内基的装準準に従って行動動すするか 社為而会)的に絡な iこ従って行 るか(行
仕事lこ 外的手IJ主主の蜜要性 Importance of ex甘insic benefits 収入などの外的利主主を重視する緩皮
対する判断 内的特伎のil!裂性 Importance of intrinsic qual出es やりがいなどの内的特性を重視する緩夜
権威主義的伝統主義 Authoritarian conservatism 綴箆減容に|司識なし度、綴合民主に従わないものに対して的でい い
自lL約モラノレ Standards of morality 自従cの内的な道徳義当主に従うか形式的な土問IJ
社会的態度 にうか
慾 信頼感 Trustfulness 自分i選の{中聞を信頼できる絞!支
変化に対する受2主役 Stance toward change 変約化やイノベーションに対してほ抗的か受容
か
度 自己E在伝性 Self-confidence 自己の能力にどのくらい自信を持っているか
自己保下 Self-deprecation 自己の価値をどのくらい低く%でいるか




機能知的 考え方の柔軟性 Ideational flexibility 認問(題知f旨に向力なき合どのう点j擦、のか思ら考捉を能え力た知)や視的野能力の広指燦さ、知的柔軟性 能僚については住 5 参照認知の柔軟性 Perceptual flexibility 






向調性の大きな基軸に沿って把握しうるものであっ なかでも、社会的態度と自己概念 九個の指標 中核的なパーソナリティ変数としてフモ持ごやそれ以降の研究をつうじて継続的に債用されることになる。
以上のような階層とパーソナリティとの関係が明らかになったと
して、次に問題 のは、なぜ階層が違ゅっとパーソナリティも異なるのか というこ である。て、階層が高いほど自己指令的パーソナリティを身につけ、幣層が
つまり、
いかなるメカニズムによっ
低いほど向調的パーソナリティを身につけるということが生じ のか、と うことが探究されなければならない。六。吉は、階層わるさまざまな変数との関連を検討すること よって、本人 現在の階層的地位 関わる「生活の諸条件
(gEE050
ご忘)」こそが、



















































Closeness of supervision 上旬に反論できない度合い る。もとは 5 変数で構成され、論文によって 3 ~ 5 変
上司の指示巡りにするiIi:号妻役 数が使用されている。
データに関する複雑性 仕事にどのくらいの思考力や自主的判断が求められる
機業上 モノに関する複雑性 か。データ・ヒト・モノの 3 鋲竣ごとに 9~1O段階で
ヒトに関する複雑性 測定。これら 3 領域を考彪に入れた 7 段階の統一的指
の 仕事の笑質的複雑性 データに測する仕事のi盛時間 僚が f全体としての仕事の複雑性j である。 rW&PJ性街令自己 モノに関する{士纂の週11寺 rn9 以後では、データ・ヒト・モノの複雑性得点と終 3 綴Substantive complexity of job 域の適当り労働時間、全体としての複雑性の計 7 変数ヒトに僕lする仕事の週i時間 から悶子分析によって若手き出した「仕事の実質的複雑
全体としての仕事の後雑性 t屯j という尺度が使用される。使用変数の数は論文に
よって爽なる。





































































































































































































大きな職業上 自己指令性をもたらすというだけでなく 職業上の自己指令性が高いほど、より高い所得や威信の高い職業に就くという効果が確かめられた。第三点目として、階層がパーソナリティにもたらす間接効果と、職業上の自己指令性を介した、階層 藍接効果が比較されることに る。その結果、階層が直接的 パ
i
ソナリ











リティ)に影響し、そして心理的機能から影響を受けている。さらにいうなれば、職業上の自己指令性 知的柔軟 、そして自己指令的志向性が組み込まれているのは、階居システムにおける個人の位置が、かれらのパーソナリティに影響し、そして影響を受 ているというダイナミック プロセスなのであ い(笠件目∞∞ゆ〔〕内引用者注)
この七章について、もうひとつ特筆すべき点は、ここではじめて、












































































































































































業とパーソナリティの関係性を、相互に影響を与え合 ものとして捉えたことであった。職業 人びと 価値観や態度 形成する か、人びとの価値観や態度が、
いかなる職業に就くかということを決め
るのかという議論は古くからあるものである かれらの研究は、このどちら の因果関係だけを支持す はなく がパ
i
ソナ


































































































































































































































































































































































































































































 c/，ωs and Corずormi沙
:
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Core Concepts and Reciprocal Effects in 
Work and Personality Stu.dies 
NAGAMATSU Nanie, YONEDA Yukihiro 
IW ABUCHI Akiko, MATSUMOTO Kaori 
This paper reviews studies of work and personality conducted by Melvin L. Kohn, Carmi 
Schooler and their colleagues since the late 1950s. Their studies are based on the long-term panel 
surveys in America and cross剛national surveys comparing America, Poland, Japan and Ukraine. In 
this paper, we focus on the main research literature of the first and the second wave panel studies 
in America. 
First, we examine Class and Conformity (Kohn [1969]1977). In this book, Kohn constructed 
the fundamental concepts and ideas of Work and Personality Studies. The main conclusion of this 
book is that social stratification position affects an individual' s conditions of work, and these 
conditions of work in tum affect their personality. We cal this causal relationship the “Class 
and Conformity thesis". The book provides the basic framework for subsequent studies. 
In Work and Personality (Kohn and Schooler 1983), Kohn and Schooler develop this basic 
framework furtl1er. In this book, they argued that there are reciprocal effects between work and 
personality. Reciprocal effects mean that work both affects and is affected by personality. We 
cal this relationship the “ Work and Personality thesis. They also try to expand the subjects and 
arenas explained by this thesis. First, they explore whether the thesis is applicable to not only 
men but also women. Second, they try to apply the thesis to the relationship between personality 
and leisure time activities or household afairs. Th邑se analyses of women, leisure time activities, 
and household affairs lead to their subsequent studies. 
Key Words 
Work and personality conformity Studies, self-direction, reciprocal effects, Class/Stratification 
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